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嗅覚障害のある高齢者は、認知症の前段階である軽度認知障害を発症しやすいとされる。ま

た、嗅覚障害は、アルツハイマー型認知症やパーキンソン病の初期徴候であることも知られて

いる。そのため、嗅覚検査は、認知症早期のスクリーニング検査として注目されている。しか

しながら、高齢者での嗅覚認知機能の低下は、脳のいずれの領域の変化に起因するかは明らか

ではない。そこで久保田らは、全般的な認知機能が正常の高齢者群 30 名と若年者群 27 名を対

象とし、嗅覚検査と磁気共鳴画像による局所脳体積測定と行い、嗅覚認知機能と嗅覚関連領域

の脳体積との関連性を検討した。その結果、高齢者群において、嗅覚認知機能の低下と左海馬

の体積減少、嗅覚認知機能の低下と左海馬傍回の体積減少、それぞれの関連性が明らかとなっ

た。記憶を担う左海馬と前頭葉へ投射する左海馬傍回の体積減少が嗅覚認知機能の低下に関

与することを示唆するものである。本論文は本学大学院学位論文（博士）審査基準を満たして

おり、学位論文に値すると判断した。 
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